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関 係 法 令
（爵雪）
法 律
一般職の職員の給与に関する法律等の一部を改
正する法律（141) 12. 22 
特別職の職員の給与に関する法律等の一部を改
正する法律（142) 。
報 第96・97号
政 令
中央通学路及び踏切道交通安全対策協議会令
(342) 11. 9 
厚生年金保険法施行令の一部を改正する政令
(347) 11. 21 
国家公務員等退職手当法施行令の一部を改正す
る政令（365) 12. 22 
特定の特別職の職員の暫定手当に関する政令の
一部を改正する政令（366) "' 
学校教育法施行令の一部を改正する政令（376) 12. 26 
省 令
住民基本台帳法の施行に伴う関係文部省令の整
備に関する省令（文部19) 11. 9 
保健婦助産婦看護婦学校養成所指定規則の一部
を改正する省令（文部・厚生1 ) 11. 30 
国家公務員等の旅費支給規程等の一部を改正す
る省令（大蔵67) 12. 22 
技能教育施設の指定等に関する規則の一部を改
正する省令（文部20) 12. 26 
規 員。
管理職員等の範囲の一部を改正する規則（人事
院17-0 ) 11. 15 
俸給表の適用範囲の一部を改正する規則（同9
- 2 )  12. 22 
給与簿の一部を改正する規則（同9-5 ) "' 
俸給の調整額の一部を改正する規則（同9-6 ) "' 
初任給， 昇格，＃給等の基準の一部を改正する
規則（同9 -8 ) "' 
休職者の給与の一部を改正する規則（同9-
13) "' 
宿日直手当の一部を改正する規則（同9-15) "' 
初任給調整手当の一部を改正する規則（同9ー
34) 4シ
最高号俸を受ける職員の俸給の切替え等に関す
る規員IJ（同9-48) "' 
現行の法律， 命令及び規則の廃止の一部を改正
する規則（同1-4 ) 争
俸給等の支給の一部を改正する規則（同9- 7 ) "' 
暫定手当の一部を改正する規則（同9-22) "' 
調整手当に関する規則（同9-49) 。
職員の災害補償の一部を改正する規則J（同16-0）。
訓 令
文部省所管船舶乗組員に対する旅費支給規則の
一部を改正する訓令（文部33) 11. 13 
告 示
昭和42年度における学芸員の資格認定を実施す
る件（文部239) 11. 10 
管理栄養士養成施設に関する件（文部・厚生1 ) 12. 27 
第 96・97号
官庁報告
昭和42 年度高等学校教 員資格試験合格者（文部
省） 11 . 7 
日本学士院 会員補欠選定 に つ い て（日本学士
院） 11 . 1 6  
昭和41年度における予算使用状況報告（ 内閣〉 12 . 21 
昭和42年度第1 ・四半期における予算使用状況
報告（ 内閣） 12 . 22 
昭和42年度国家公務員採用初級 中部地方試験最
終合格者（ 人事院 中部事務局長） 12 . 2 6  
学位授与（文部省） 12 . 28 
学 内 規 則
富山大学における予算執行職員の
補助者の官職指定に関する内規の
一部改正
富山大学における予算執行 職員の補助者の官 職指定に関
する内 規 の一部を改正 する内 規 を次のように制定する。
昭和42年12月5日
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学における予算執行 職員の補助者
の官 職指定に関する内 規 の一部を改正 す
る内規
富山大学における予算執行 職員の補助者の官 職指定に関
する内 規 （ 昭和41年3 月31日制定）の一部を次のように改
正 する。
第 2条の別表1 支出負担行為担当官の補助者の表 中， 指
定する官 職の項の附属図書 館欄の「整理係長」を「受入係
長」に， 「薬 学専門図書室事務主任」を「薬 学専門図書室
係長」 に， 「工学部分館事務主任」 を「工学部分 館係長」
に改め る。
同別表 3 支出官の補助者の表中， 指定する官 職の項の附
属図書 館欄の「整理係長」を「受入係長」に改め る。
附 則
この内 規は， 昭和42 年12月5 日から施行し， 昭和42年11
月1日から適用する。 ただし， 薬 学専門図書室係長および
工学部分館係長につい ては， 昭和42年4月1 日から適用す
る。
富山大学物品管理事務取扱細則の
一部改正
富山大学物品管理事務取扱細則の一部を改正 する細則を
次のように制定する。
昭和42年12月5日
富山大学長 横田嘉右衛門
学
富山大学物品管理事務取扱細則の一部を
改正 する細則
富山大学物品管理事 務取 扱 細則（昭和35年4 年22日制
定）の一部を次のように改正 する。
第11 条の別表第 3 中， 2 分任物品出納官の表の分任物品
出納官とする官 職の項の「整理係長」 を「受入係長」に改
め る。
附 則
この細則は， 昭和42年12月5 日から施行し， 昭和42年1 1
月1 日から適用する。
文部省共済組合富山大学支部診療
所細則の一部改正
文部省共済組合 富山大学支部診療所細則の一部を改正 す
る細則を次のように制定する。
昭和42 年12月5日
文部省共済組合 富山大学支部長 横田嘉右衛門
文部省共済組合 富山大学支部診療所細則
の一部七改正 する細則
文部省共済組合 富山大学支部診療所細員IJ（昭和41年10月
3 日制定）の一部を次のように改正 する。
I 抑 中「物品購入…請求及び命令書により， 」に改め る。
別表中「第 8 号榛式物品購入伺及び請求書」を「第 8 号
i儀式物品請求及び命令書」 に改め る。
第 8 号様式を次のように改め る。
（次のよう略）
附 則
こ の細則は， 昭和42年12月5 日から施行し， 昭和42 年11
月1日から適用する。
富山大学図書館資料管理事務取扱
規程の一部改正
富山大学図書 館資料管理事務取扱規程 の一部を改正 する
規 則を次のように制定する。
昭和42年12月22日
富山大学長 横田嘉右衛門
富山大学図書 館資 料管理事務取扱規程 の
一部を改正 する規則
富山大学図書 館資料管理事務取扱規程（ 昭和35 年4月22
日制定）の一部を次 のように改正 する。
題名を次のように改め る。
富山大学図書 館資料管理事務取扱規則
第 4条第1項の別表中， 1 分任物品出納官の表の分任物
品出納官とする官 職の項の「整理係長」 を「受入係長」 に
改め る。
同別表中， 2 物品供用官の表の物品供用官とする官 職の
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項の「整理係長」を「受 入 係長 」に， 「薬 学専門図書室事
務主任」を「薬 学専門図書室係長」に， 「工学部分館事務
主任Jを「士 学部分館 係長」に改め る。
別紙第付の様式中， 物品請求 及命令書の取得措置請求 及
命令欄の「整理係」を「受 入 係長 」に改め る。
別紙第同の様式中， 資 料受入命令書の受入命令 及受領欄
の「整理係」を「受入 係長」に改め る。
別紙第t三）の様式中， 図書数量変更請求 命令書の受入・払
出命令 及 受領欄の「整理係」を「受 入 係長」に改め る。
附 則
この規則は， 昭和42年12月22日 から施行し， 昭和42 年11
月1 日から適用する。ただし， 薬 学専門図書室係長 および
工学部 分館 係長 につい ては， 昭和42年4 月1 日から適用す
るもの とする。
富山大学教育学部規程の一部改正
富山大 学教育学部規程の一部を改正する規則を次のよう
に制定する。
昭和42年12月22日
富山大 学 長 横田嘉右衛門
富山大 学教育学部規程の一部を改正する
規則
富山大 学教育学部規程（昭和27 年4 月18日制定）の一 部
を次のように改正する。
題名を次のように改め る。
別 表 1
＼
罷
＼
業科
＼
目区 分 、
課
＼～ 1
程
＼ 
小 学 校教 員 養 成 課程
教
教育
育
心理事ι専攻 ｜｜ 教 科専攻
一 人文 科 学系列 12 
般 社 会科 学系列 12 書 自 然 科 学系列 12 
計 36 
英 語 8 
昭和42年1 1月・12月
富山大 学教育学部規則
第1:条第2 項の次に次のi項を 加える。
3 養護 学 校教 員養成課程の専 攻教科は，特 殊 教育
（主として精神薄弱者を 対象）とする。
第6条第3項を 第4 項とし， 同項 中「前2 項」 とある
を 「前3項」に改め ，第2 項の次に次の1項を 加える。
3 養護 学校教 員養 成課程 につい ては， 特殊教育に関
する授業科目26単位を 含 む専門教育科目（別表1 ) 
を履修し， さらに選択履修したものと合わせて計84
単位 以上を履修しなければならない。
第16条 中 「別 表V」を 「別表W」に， 「男lj 表W」を
「別表四」 に改め る。
別表 I，別表E付）， Jjlj表lI （ロ） ならび に別表fil （教育学
専攻および教育心理学 専攻 を 除く）を それぞれ別紙のよ
うに改め る。
「別表E教育心理学 専攻 」の次に， 別紙「別表町特殊
教育専攻」を 加える の
「男lj表N」を「Jjlj表v」とし， 同 表 の見出 中「別表
E 」を「別表fil, w 」 に， 表中 開設単位の計欄の「42」
を「32」に改め ， 養護 学校欄を 削除する。
「別表V」を「別表VIJに， 「別表百」 を 「別表Vil」
に改め る。
附 則
この規則は， 昭和42 年12月22日から施行し， 昭和42年4
月1 日から摘用する 。
教
中
員養
学
成課
校
程 養護 学 校 教 員 養 成 課程
専
甲教 科
攻 J J専乙教 科攻 第 一 類 ｜ 第 一 類甲教 科｜乙教 科
12 12 
12 12 
12 12 
36 36 
8 8 
語自 一一一 一一ー一一一一一 一一一一一一一ド イ ツ 語 8 8 8 
計 16 1 � 16 
保健体
育
j講 義 2 2 2 
実 技 2 2 2 
科目 計 4 4 4 
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専門
教
育
科
目
第96・97号 学
専 攻 科 目 16 音楽・ 50 42 図画・ 26 22 教
専攻以外の教 12 
重科 音作
科
ち
楽
を
・
1
体
含
以
・ 8図
育
上
む
画
の
の
工
教
う科 につき1教
音
作
科
ち
型
を
2
・ 体
含
以
・ 図
育
む
上
画
の
の
工
教
う 10 f、 ，，、、一 一
科 各2単位 教科 科教
科 選 択 4 4 
計 16 26 50 42 12 26 22 
tぽi�専 各望
2単t�位） 教 材 研 究 16 16 
教
教 科 教 育 法 3 ( 1教 科 ） 3 ( 1教科 〉
教 育 原 理 4 4 4 4 4 
教 育 ，じ 理 4 4 4 4 4 
道 徳 教育 の研究 2 2 2 2 2 
職 教 育 実 習 4 4 3 4 3 
選 択 16 6 2 
計 4 6 36 18 26 16 
特殊 （別 表 に よる〉 26 26 
警 計
一一一一一ー
26 26 
自 由 選 択 22 22 16 24 20 16 20 
特 Jjlj 研 究 専 攻 教 科 に つ き 専攻科目につき 専 攻 教 科 に つ き
計 84 84 84 
i口� 計 140 140 140 
備考 1. 小学校教 員養 成課程 では 音楽・ 図画工作・体育3教 科につい て基本科目各2単位を履修 し なければ
ならない。
2 養護 学校教 員養成課程第一類は小学校教諭普通免許状を取得 する課程 である。
第二類 は中学校教諭普通免許状を取得 する課程で、ある。
別 表 I （イ） （教科および特殊教育専攻の学生のための教職科目）
学 科 目 授 業 科 目 草開
位
小
養
学
成校課 教 員程 養
中 学
成校課 教 程
員 養 墾
第
主一類
埜整
｜
皇養成課 程
第二類
必 必 必 必
教 育 原 理 4 4 4 4 
教 育 課 程 2 2 
教 育 学 教 育 学
学 習 指 導 4 4 
生活指導（進路） 2 2 2 
日 本教 育史 4 4 2 
教 育史 教 育 史 西 洋教 育史 4 4 2 
｜ 教 育 哲 学 2 2 2 
-4 -
報 昭和42年11月・12月
教育 制度 人1- 1�l 2一一
教育 社 会学 I 4 4 2 
教育社会学 ｜ 教育 社会学 ｜ 社 会 教 育 I 2 
I 
図 書 館 学 I 4 
教育 心理学 教育 心理学 教 育 心 理
幼児 心 理 学
発達，心 理学 発達，心理学 児童心 理 学
青年心 理 学
教材研究 別表I（ロ）参照
一一
教 科教育法 別表I（ロ）参照
道徳教育の研究
教 育 実 習
計
別 表 E (o) 
4 4 4 4 4 
4一一4一
げ
4 2 
4 2 
16 12 
相一
4一
3 3 
2 2 2 2 
120 
3l 一 川
一 日
4 3 
26 16 
『そ
各
1
科教
、 ＼
課
育＼、
、 ＼
程
・ 糧明
百
費設
一
単科 位目一
小養護学学 校
校
教
教
員養
員成課
養
程
成
（第
課一 類
程） 養中護学学 校
校
教
教
員養
員成課
養
程
成
（第
課二類程） 
授 業 科 自 ｜ 開設単位 授 業 不｝ 目 ｜ 開設単位
国語科 教育 国語科 教材研 究I I 2 国語科教育法I I Jn 3 
社 会科 教育 社 会 科 教 材 研 究 3 社会 科教育法 奪 論論 4 
数学 科教 育 算 数教 材 研 究 2 数学 科教育法I I Jn 3 
理 科 教 育 理科教 材研究 浬君 ： 鍔j 2 理科教育法 物生物 理 ・・化地学学 4 
音楽 科 教育 音楽 科 教材研 究I I 2 音楽 科教育法I I Jn 3 
美術科 教育 図 画 工 作科教材研究I ][ 2 美術科教育 法I I Jn 3 
書道科 教育 書道科教育 法I :n: m 3 
保 健 体 育科 教育法
保健 体育科
保健体育科体育教育法I ][ 体育科 教材研 究I :n: 2 2 
教 育
保健体育科保健 教育法I :n: 2 
技術科 教育 技術科教育法I :n: Jn 3 
｜ 家庭科 教育 家庭科 教材研 究I ][ 2 家庭科教育法I :n: Jn 3 
職 業科 教育 職 業 科教 育 法I :n: ][ 3 
農業 科 教育 法 I :n: 2 
工 業科 教育 法 I :n: 2 
商業科 教 育 法 I :n: 2 
英語科教 育 英』語科教育 法I :n: JD: 3 
計 17 計 46 
備考 指定以 外 のものは， 選択単位 と して認定 する。
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別 表 E 国 語 ’E 攻
学科目 ｜ 授 業 科 目 霊位開
' コ 語 件寸£一． 概
国 語 概 説 2
学
竺Ii子三i I二上二｜引二l±t Iガ二［｜二国
道室日
一一一
円正門ノ』nむの円M
14 8 
計
12 6 1 6  42 2 22 
備考 教材研究および教 科教育法 は， 別表I （ロ）に 示 す。
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報 昭和42年11月・12月
別 表 E 社 会 専 攻
歴史学
地理学
法律学
経済学
授－ 科目I��直前日抗告l
i':j� �tiヨ子1±�1壬I�主1±1 ±1
論：（十1==:
6
「！こ国±1＝三止
2
1=(
6 
I 2 I I I I I I 2 I I I 
2 
119 I 16 
備考 教材研究および教 科教育法は， 別表I（ロ）に 示 す。
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第96・97号 寸
........ ・
別 表 E 数 学 耳E 攻
単皇位 鞘小養学成 芸円程 教中員 養学 成課笠程 ｜ 教 養員護制学 課程桂 ｜ ！ 
学科目 ｜ 授 業 不｝ 目 I 回N 庖冒山N 由N 一－｜｜地湿 第一割l 第一i 類選必 必 選必
代数学
代数学
及び1
幾何学
行 列 論
×初等幾 何 学 2 
2 
2 
2 
2 
幾何学
一 一 一2
一一
一2
7一一4一
4一一一一一一
一 一 一
4一2三
27
非ユークリッド幾何学 2 2 
×微 分積分学
解析学 複素函数論 3 3 
及び 実 函 数 論 3 I 3 
応用数学 解析学 集 合論及び点集合論
微分方程式論 2 一＿I＿ーーし一日＿I_
-1��計
解 � [jj二［�h-l�1-1a
×計 法算 2 2 12 
力 学
数 学 特別講義
竺竺
｜
×印のもの
特設科目
2 
20 
2 
20 
計
I 16 \ 21 I s 1 
88 16 42 
備考 ．教材研究および教科教育法は，Jjlj表］［ （ロ）に示す。
2 仁川2 
一一一 ' 6 
El i 
2 
2 
2 22 
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報 昭和42年11月 ・12月
別 表 E 理 科 専 攻
｜物理学
�！ l盟曜日酔民自思
！＋：＝｝；団主＝巨｜三日日三日三三三
学 I � 素 Z 数 i i三 ｜二仁仁巴｜ヨ二｜三仁仁仁｜三二ご二
計 trl1=±1三二二�二巨仁｜二｜二｜三｜二仁｜二 （ 2
I 
授 業 不｜ 目学科目 ｜
｜基本科目
｜特設科日
計
円48斗門ノ』
26 
備考 1. ©印は実験の単位として認める。 2.教材研究および教科教育法は別表:U:（ロ）に示す。
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号
一
E
ヲI－nuu－ －
一
表
pnu－ 門司M
聞
EE’
第
一
矧
,u.!, 
マー
音 楽 専 攻
楽
I 1 �I :1:r: �！ 
I I I I j 
業
科 日学科 目 授
ユ。シェアレ，J ソ ソJレ フ ェ ーシュ 5 
＝三�
Fヰ
独 唱 法 8 
（合唱を含む） メ色、口 日昌 法 5 
声 楽 器 楽
（合奏を含む）
指 揮
法
器 楽
音 楽 理 論 対 位法 I ][ 4 2 2 
及 び 作 曲法I I 4 
作 曲
音 楽 史 西洋音楽史I I Df N 8 
基 本 科
特 設 科 目 ｜
計
76 16 42 
備考 教材研究および教科教育法は， 別表I（ロ）に示す。
- 10一
報 昭和42年11月・12月
別 表 E 図 面 工 作 ・ 美 術 専 攻
学科目
絵
彫
授
絵
画
デ ザ イ
塑
［ 
三二1�1=13=ょ； ｜士1-1 2 1�1�＋
業 目科
素 描 I
素 描 E
画 彩 画 I
彩 画 E
版 画
デ ザ イ ンI
ン デ ザ イ ン E
色 彩 学
木 工 I
構 成
美術 理論
美術 史
工
木 工 :u: 
三宝:z:o; 金 工
小 学 校 ｜ 中 学 校
教員養成課程｜ 教 員養成 課程
養護学校
教員養成課程
第一類性宗
主己
開設単位
必｜選必｜必 ｜選必｜選
窯 議｛
図法および製図
彫
6 
5 
6 
5 2 
彫 塑 I 
塑
彫 塑 n 
2 4 4 2 4 4 2 4 2 
8 
10 
6 
6 
2 
美 術 理 論
及 び
美 術
日 本美 術 史
史 西 洋美術 史
ー
92 42 2 I 22 
基 本 科 目
美 術 史演習
基 本 図 画
特 設 科 目
基 本 工 作
計
16 
備考 教材研究およぶ教科教育法は， 別表I（ロ）に示す。
-11� 
第96・97号
別 表 E
学
体 育 ・ 保 健 体 育 専 攻
学科目 授
業
科 目
開設単位
必 ｜選必｜必 ｜選必｜選
養 護学校
教員養 成課程
第一類l 第二類
選必｜必｜選必
小 学 校 i 中 学 校教員養成課程｜ 教員養成課程
計
4 I 12 I 24 I 12 1 
106 16 42 2 22 
備考 教材研究および教科教育法は別表E (o）に示す。
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報 昭和4 2 年11月・12月
別 表 E 窓 庭 専 攻
目Ii l�r::I� �� 
l調理実習l � 
被服 学
3 
8 I 
計
16 126 
15 I 1 1  
26 
備考 教材研究および教科教育法は， 別表I（ロ）に示す。
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第96・97 号
別 表 E 技 術 専
学科目 授 業 科 日
｜図 学 ・ 製 図
設計製図 機 械 製 図
造形設計・同演習
木 材 加 工 法
木材加工｜ 金 属 加 工 法
金 工 実 習
工 業 概 論
材料化学各論
学
攻
li�1主［三［三「l�l=1t1=
電 気 機械 設 計 法
機 械 工 作 法
機 械
農 業
童主
畜産学・同実験
中 学 校 教 員 養 成 課 程 養 護 学 校教員養成課程
第 二 類
必 ｜ 選必! I共通羽よ；： 第 二 類選必 ｜ 選
日三日三三十｜」主二
一
一
一 2一 4 
2 
二1±1二｜二｜士二｜土二
2 2 2 
4 
2 二二世！二｜二｜三
-14-
報学科目 授 業 科 目 車関位
農
畜 産 学 汎 論 2 
畜 産 学 各 論 4 
畜 産経 営 論 2 
飼 料 戸子孟，. 2 
畜産学実験・実習 2 
農 業 実 習 2 
農業 機械実 習 2 
病虫筈 防 除論 2 
土 壌 肥 料 学 4 
農 産製 造 学 4 
食 品 イヒ 戸ヲu与， 2 
農芸化学実験・実習
農 業 地 理 学 2 
農 業 政 策 2 
水 産 水 産 学 概 論 2 
水 産 学 実 習
商 業 概 論 4 
簿 記 概 論 4 
経 営 学 4 
経 済 地 理 2 
経 済 原 論 4 
産 業 概 説 4 
職 業 指 導原理 4 
職業指導の技術 4 
技 術 史 6 
現リ 量 戸子... 弘・ 2 
統 計 升す＂与ー 3 
代 数 ヲ戸崎ー I 3 
解 析 幾 何 学 2 
微分積分学 4 
微分方程式論 2 
一般 物 理 学I I ][ 
化 学総論 I I ][ 6 
生 物 学 総 論 6 
特設科目
計
210 
備考 教科教育法は，別表I（ロ）に示す。
昭和42 年11 月・12 月
中 学 校 教 員 養成 課 程 養教員護養成
学
課程
校
第 一 類 第 二類 第 二 類
共通必イ彦
選 選 必
2 2 
4 4 
2 2 
2 2 
2 2 
2 
2 2 
2 2 
4 4 
4 4 
2 2 
2 2 
2 2 
2 2 
4 4 
4 4 
4 4 
2 2 
4 4 
2 2 2 2 
2 2 2 2, 
4 4 
2 4 2 4 
2 2 
3 3 
3 3 
2 2 
4 4 
2 2 
6 6 
6 6 
6 6 
24 2 
6 6 
50 50 26 
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号
一
E
？’・圃A U
一
表
pnv
－ 
n凶U
E
EE』
第
一
原
学
英 語 専 攻
中 学校教員養成課程 養養
護
成
学校
課
教
程
員
学 科 目 授 業 科 目 開設単位 第 ニ 類｜ 選必 I 必 選 必 ｜選必
r::1 語語 件て＆「
4与 概 論 2 2 
英 音 声 許子ふら」 4 4 2 2 
英 語 史 2 2 2 
英語 学 英 文 法 4 4 2 2 
英 語 片す時与 演 晋 5 2 2 
英語 学特別講義 2 2 2 
英 文 寸件ιー 史 4 4 2 2 
英語 学 米 文 戸ヲ＂＇与 史 2 2 2 
英米文学 講
講
講
読
読
読
I 5 
英文学 英米文 学 n 5 英米文学講 I 5 
英米文学講読 N 5 
英 米 文 学 演習 5 2 2 
英米文学特別講義 2 2 2 
英 会 話 I 5 一／ 2 →5 
2 3 
英米文学 英
英
及作
会
話び
文
英 会 話 :n: 4 
英 作 文 I 5 l 
斗2
2 
英 作 文 I 4 f 2 
特設科目
14 8 
計 6 
7 0  42 22 
備考． 教科教育法は、別表I(ロ）に示す。
別 表 町 特 殊 教 育 専 攻
第
第
一 類類授 業 科 目 開 設単 位 一一必 l選 必
特 殊 教 育 概 論 2 2 
異 常児教育 精 薄担教育 概 説
2 2 
精薄児教育課程論 2 2 精 薄 児 の 指 導 2 2 
精 薄児教 育慣習 2 
一ー一一
指
詰
異
一
一言
一青
常
ー克
瓦可児 の 心 理 2 2 異常児心理 異常児 心理 の 心 理 2 2 診 断実 習
精薄児の心 理演
験
習 2 
精薄児の心理学実
精 薄 児 の 病 理 2 2 
異常児の病理 小 児 精 神 医 学 2 2 
精
精
異 常
薄児
神
旦
児
皇
の
衛
霊保］！＿健生貫一一 2 2 
異常児の保健 2 2 
異常児の病理 精 薄 児の 保健演習異常児教育実習 精薄児教 育
治
実習 4 2 
Eニコ 雪ロ五ロ 量，＿，是n正 2 2 
臨 床 ，じ 理 弓両市'- 2 2 
人 格 ii) 理 戸す以与干 2 2 
大 脳 生 理 寸件比ニー 2 2 
教 育 評 価 2 2 
特 設 科 自
18 8 
計 42 26 
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報 昭和 42年11月・12月
第18回 評 論 会 (12月22日 ）
諸 冨d孟』 議 （議題）
1. 教官人事について
第17回 評 議 会 (1 1月2 日 ） 2 . 富山大学 図書館資料管理事務取扱 規程の一部改正
（議題） （案〉について
1. 経 済学部の問題について 3. 富山大学教育学部規程の一部改正 （案） について
第6図 協 議 会 (1 1月 2日） 4. 昭和43年度富山 大学 専攻科学生募集要項について
（報告事項） 5. 学生の除籍 について
1. 学長選考管理委員 長 より 学長選挙について 6. 昭和43年度大学 院第二次学生募集要項について
第7園 協 議 会 (1 1月 10日） 7.その他
（議題）
1. 次期学長候補者について
人
事
異
動
現 r回ι？ 職’氏 異 動 内 乍Hゴ’・ ｜ 発令年月日 ｜ 発 令 者
文（教育
部
学部
事
庶務
務
係長
官） ！ 船 見 幸 生 教育学部学 務係長に配置換する 42. 11. 1 富山 大学長
（教盲学 的臨〉 ｜ 塩 谷 孝 雄 教育学部庶務係長に配置換する I/ I/ 
早 崎 信子 技術員 （薬学部）に採用 する I/ I/ 
高 見 香津子 事 務補佐員 （経 済学部）に採用 する 。 I/ 
赤 井 裕八郎 4シ （教養部）に採用 する I/ 。
太 田 昭子 I/ I/ 。
｜山 崎 紀子 I/ 争 。
竹 本 一 雄 臨時用 務員 （教育学部〉に採用 する 42. 11. 13 。
1柳 田 寿 美 I/ （教養部）に採用 する I/ I/ 
吉 本 徳 行 事 務員 （ 庶務課） に採用 する 42. 1 1. 16 I/ 
大 石 啓子 事 務補佐員 （。） に採用 する 42. 11. 17 I/ 
中 井 清一郎 技能補佐員 （施 設課） に採用 する 42. 1 1. 2 0  I/ 
教
（経 済学部）
授 三 国 一 義 経（
済
任
学
期は
部長
昭和
・評4 4
議
.1
員
1.3
に
0 併ま 任で
す
）
る 42. 12. 1 文 部大臣
I/ 
植 村 元 覚 経 済学部長 ・評 議 員 の併任を解除 する I/ I/ I/ 
文
（
部
薬学部技） 
官 佐 野 清 教 助手 （薬学部〉に昇任させ る 42. 12. 16 富山大学長
富 山 大 学 長 横 田嘉右衛門 任用 を更新する （任 期は 昭和4 4.12.19 ま で ） 42. 12. 20 文部大 臣
I/ 横 田嘉右衛門 経（ 任
営短期
期
は
大
昭和
学
4
部
4
学
.1
長
2.評19
議
ま
員
で
に
） 併
任する I/ 。
事 務（工
補
学部
佐
）
員 森 田 蓉子 辞職 を承認する 42. 12. 28 富山 大学長
文 学 科 60名
学 内 諸 報 理学科 125名
昭和43年度富山大学学生募集要項
（ 専攻課程数学35名，物理学35名，化学35名，生物 学20名〉
（按すい〉 教育 学部 170名
小学校員教養成課程 100名
1 . 学部学科別募集人員 中学校教員養成課程 50名
文理学部 185名 養護学校教員養成課程 20名
-17-
第96 ・9 7号
経済学部 160名
経済学科 160名
薬学部 100名
薬学科 50名
製薬化学科 50名
工 学部 260名
電気工学科 50名
工業化学科 40名
金属工学科 40名
機械工学科 50名
生産機械工学科 40名
化学工学科 40名
2. 願書受付期間
昭和43年2月12日（月）から2 月21日（水 ）まで
（郵送の場合も2 月21日（水 ）までに 必着のこと ）
3. 学力検査等日程
(1）学力検査
午 前 午 後
3 月
（
2土＼日 点呼（8.3 0～9.00) 
国語 （9.00～10.30) 文科系数 学 1.3 0～3 .3 0) 
社会 （ 1 .00～0.30) 理科系(1.3 0～4.00) 
3 月
（
2
日＼日外国語（9.00～10.3 0) I 
理科
文
経
理
済学
・教
部
育（11.3 0～1.00)
空童話（11.30""2.00)
(2）健康診断
（健康診断を 必要と 認めた者に ついて，次のとおり実
施 する ）
文理学部・経済学部（ 3 月2 4日（日）午後1.3 0～ ） 
教育学部（ 3 月2 4日（日）午後2.00～ 〉
薬学部・工学部（ 3 月2 4日（日〉午後2.3 0～ ） 
(3) 実 技検査等
教育学部の音楽・美術・保健体育専攻の志願者につい
て は，下記により実 技等の検査を課 する 。
I I I ｜ 筆答試問 (9.00～9.3 0) I ｜音楽 ｜3 月 25日実技検査｜ ｜ 
（月 ） : I ｜実 技検 (9 . 40～ ） 
美術 （実 技検査〉(9.00～11.00) 
保健体育（実 技検査）(9.00～ 
4. 学カ検査等の場所
(1) 学力検査
学
志 願学 部 ｜ 検 査 場 在 地
文 理 学 部 文 理 守戸U与予 部
教育学 部 教 育 戸ヲ－＇！： 部
富
（富
山市
山
五
大
福
学構内〉
経済学 部 富山工業 高等学校 富山市五福
薬 学 部 富山商業 高等学校 富山市 五福
工 学 部 高岡 高等 学 校 高岡市 中川
（お 健康診断
文理学部 文理学部（富山市 五福 富山 大学構内）
教育学部 教育学部（富山市 五福富山 大学構内〉
経済学部 経済学部（富山市 五福富山 大学構内）
薬 学 部 薬学部（富山市 五福 富山 大 学構内）
工学 部 工 学 部（ 高岡市 中川園町〉
5. 合格発表期日
合格者 は， 4 月2日（火〉各学部に 掲示し，かつ 本 人
に通知する 。
6. その他
学生 募集要 項の交付 ，入学志願に関 する 照会の回答，
入学願書の受付等の 事 務 は，次の部局において担当して
いる 。
富山 大学 学生 部学生課（富山市 五福 3 190番地 ）
富山大学経営短期大学部
昭和43年度学生募集要項（抜すい）
1 . 募集人員
経営科第ご 部 ・・…．．．．．．．．．．－－－…80名
2. 願書受付期間
f 2 月22日（ 木 〉から昭和43年 ｛l 3 月2日（土）まで
（受付 は日曜日を除き毎日午前10時的午後6 )時 まで，ただし 土 曜日は正 午までと する ／ 
3. 学力検査等日程
月 一 間 ｜検査教科
午前 9.00～ 同 10 .00 (60分間 〉 国 語
3 月
（ 土
1 �日 午前 10.3 0～ 同 11.30 (60分間 ）外国語
午後 0.30～ 同 1 .3 0 (60分間）社 会
午後 2.00～ 同 3 .00 (60分間 ）数 学
午
た
後
者
3
の
．み
15～
）
健康診断（ 本学において指定され
4. 学カ検査等の場所
富山 大学経営短期大 学部（富山市 五福 3 190番地富山 大
学内）
5. 合格発表期日
3 月27日（水 ）午後5時 本学に 掲示し ，且つ 本 人へ通
知 する 。
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6. その他 ｜， 社会の活動に貢献し，4o有余年に亘り薬品 製造 学の研究
入学志願に関する詳細については， 富山 大学経 営短期｜者として薬 事行政ならびに 国立大学の管理・運営 ・充実 発
大学部で交付する 「 学生募集要項」により承 知された｜展に尽力し，その功績顕著なることを認 められ，今回文化
し、。
なお， 「学生募集要項Jの交付， 「入学願書」の受付
等，入学試験 事務担当は， 富山 大学経 営短 期大学部 学務
係 （ 富山 市五福 3190番地 ） で 行なっている。
富 山 大学長選挙
横田学長 の任 期満了（12月19日 ） にともない， 学長 選考
基準にしたがって11月10日選挙 が 行なわれた。
同基準にもとづき各 学部及び教養部より教授各4名，計
24名からなる 学長 候補適 任者選定 委員会を構成し，渡辺教
授を委員長 に選び， 3固にわたる選定委員会を経 て10月17
日 本部会議 室で委員会が聞かれ，次の5民を 学長 候補適 任
者に選定した。
横 田 嘉右衛門 （ 富山大学長 ）
高 瀬 重 雄（ 富山大学 文理学部長 ）
佐 木々外喜 雄（京都大学教授 ）
谷 川 久 治（千葉大学長 ）
山 田 穣（九州共立大学長 ）
の日に叙勲されたものである。
経済学部長の改選
植村経 済学部長 の 辞任 申 出により11月21日経 済学部にお
いて学部長選挙 が行なわれ， 三国一義教授が経 済学部長 に
選ばれ，12月1 日に就任された。
三 国教 授は 昭和9 年6月東京帝 国大 学法 学部を卒業，同
10年 3月資料社へ入社，同13年 3月満洲 国政府職 員として
勤務，同17年10月厚生省人口問題研究所嘱託を経 て，同25
年6月 金沢大学 助教授，同30年2 月 富山 大学 助教授に配置
換，同31年4月同大学教授に昇 任，同36年8 月評議 員に併
任 ，同38年4月～40年 3月 ま で経 済学部長に併任 ，同42年
4月経 営短 期大学部主 事に併任 。新潟県両津市 出身。
エ 学 部 祭
このたび，工学部 学友会が企画する工 学部の全 学生が参
加する 文化講演会 ・球 技大会 ・五福移転問題シン ポジウム
等の総合的行 事として 第 1回工学部祭が次の日程により実
選挙 は11月10日 午前 10時から11時 ま で の聞に 学生会館大｜施された。
集会室で 長 元教授を委員長 とする6名の選考管理委員会管
理のもとに 行なわれ，その結果有効投票の過半 数の得票者
がなかったため， 高点者の 横田嘉右衛門， 高額重 雄の両氏
について決選投票を行ない，有効投票 数192票のうち121票
会得て横田民が 学長候補者に選ばれ，同日 午後 3時から開
催した協議 会において横田嘉右衛門民を次期学長 候補者に
決定した。
横田学長に叙勲
富山 大学長 横田嘉右衛門に菊花薫る11月 3日付で、勲二等
に叙し旭日重光章を授ける旨 発令された。
横田 学長 は大IE1 2年3月東京大学医 学部薬学科を卒業し，
大正同年10月同大学 助手， 昭和8 年4月岐阜薬 学 専門 学校
教授，同 9 年2 月薬学博士，同12年6月徳島 高等工業 学校
教授となり， 製薬化学科主任 及び教務課長 兼鍛練部長を兼
ね，同19年4月 富山 薬学 専門 学校長 に就任し，同24年5月
富山 薬学専門 学校 は 富山大学に包括され，薬学部教授 ・薬
学部長 に就 任した。同 36年1 2月 富山 大学長 ならびに 富山 大
学経 営短 期大学部 学長 に就任 し今日に至っているが，この
間 昭和23年11月から 富山 県薬剤師協会会長 ，同30年6月厚
生省薬剤師試験審議 会委員および 富山 県薬事審議 会委員を
行 事 内 ？骨－， 間
1 � 水月 52 日市民に中行訴進える（五 プ福ラ移 カ転 ｝をド ）中心にして市 午後4.00～
講演会 1｝ 階段教室にて
午後1.��
～
0
～ 
0 
�3木日） 午後 3. 3映写会 ��30 歌声喫茶 （記念会館にて） 午後1. ～ 。。
z金4日〉 教五福室移に 転て問 ）題シン ポジウム（階段 午後1. ��～ 30 
z5土日） 球（ 技体 大育館会 ・工学部グラウンド ） 午前 午9後t0～ .30 
文部省永年勤続者表彫
昭和42年度 文 部省永年勤続者表彰伝達式が12月 8 日 午後
1 時より関係者 の列席のもとに 本学 学長 室で行なわれた 。
表彰は，教育関係 事務に20年以上従 事し，かっ，文部大臣
の 任用 発令期間が10年以上あるものに対して行なわれるも
ので， 本学における被表彰者 は次のとおり。
庶務課長 木 村 寿 作
会計課長 木 下 四 郎
北陸三県大学 生交歓芸術祭
兼ね，同38年7月富山 県教育会会長 ，同 39年4月 富山 県新 ｜ 恒例の 第17回北陸三県大学 学生交歓芸術祭 は， 1月17.
産業都市建設協議 会委員，同40年4月 富山 県総合開 発審議 I 1s. 19日の 3日間， 本学を主会場として福 井大学ほか12校
会委員，同年10月 富山 県生産性協議 会理事の要職 にもつき，lの参加で 開催された。
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行事内容 は，次のとおりである。
1 1月17日 開会式，演劇公演（ 「門」 富山 大学劇団ふだい
） ， 落語公演
11月18日 フェスティパル，講演会〈テーマ 「現代 社会に
おける芸術の在り方」講師， 羽仁進 ） ，シンポジウム，
文 学シンポジウム （テ』マ「文 学と言語」 ） ，演劇公演
（ 「夏と煙」福 井大学演劇部） ， 録音構成， 茶会， 映画
上映および合評 会， 邦楽 発 表，管弦楽演奏会， ギタ』
マンドリン演奏会
11月19日 文 学合評 会， 演劇公演（「友達」 金沢大学演劇
部らくだの会） ， 放送劇および合評 会， 美術・写真・書
道討論会および合評 会， 茶会および講演会（テ』マ「利
休と現代茶道」講師，京都女子大学村 井 康彦教授 ） ， 映
画分科会，合唱 発表および講演会，軽音楽演奏会
11月17～19日 美術・写真・書道展示会
リーダー講習会
リ』ダ』講習会は回を重ね第4回目 を石川県穴水青年の
家において11月25日 から 3日間 行なわれた。 本学 体 育会の
各クラプ から2名のリ」ダ』等75名の参加により，運動部
の管理と運営・リーダ」シップさらに 体 育会の今 後 の在り
方について，講演・討論・座談会・分科会等を通じて熱心
昭和42年度科学教育研究修了式
昭和42年度 富山 大学科 学教育研究室修了式は12月19日午
研 究
に討論し合った。
品ムー哩E
富山県高等学校・大学・短大連絡協議会
昭和42年度高等学校・大学・短大連絡協議 会は，12月 9
日午 前10時 から， 本学 学生会館大集会室で開催された。
参加 者 は県教育委員会教育長代理として高等 学校担当指
導主 事荒木芳雄， 富山 県高等学校長会長村上俊夫および各
高等 学校長，大学側 は 学長以下各 学部長，教養部長， 図書
館長，短 期大学部主 事（下川 助教授代理） ， 筆務 局長， 学生
部長が出席され，協議 会は 学長挨拶のあと大学側の出席者
の紹介，富山 県教育 委員会教育長の挨拶， 本学 から大学の
当面の計画および 学生生活の現況ならびに短 期大学部の現
況についてそれぞれ説明 を行ない，次いで高等 学校側の提
案事項に対する質疑応答があり， 特に教育学部長 から教育
学部は今 後 の入学制度 改善のための研究， 調査 の 重要な参
考資料としたいので，テスト的に 富山 県内の高等学校 から
教 育 学部を志願するものについて＠に該当するものがあれ
ば＠の標示 をして推薦していただきたい， これは入学 者 の
選考にあたって考慮するもので はなく，一般受験 者と同じ
く特別な取扱い はしないと説明し， この主旨に協力 を願い
たいとの要望があり，午後O時 30分閉会した。
前10時 から， 本部会議 室に おいて行なわれた。
修了生および研究題目並びに指導教官は次のとおりであ
る。
生
朝日｜ 民 名 務 校 ｜担畠科 i 研 究 題 目
福光地区の火成岩の研究 ｜｜ 教 助育教 授学部地 学 ｜ 土 生 居 弘 ｜福光中 学校 ｜ 重
化 学 薮 政 一 吉江小 学校 教一 理
物 理 舟 山 保 富山 県理科教育 物
教
センタ』
諭
科
諭
科
諭
理
相 馬 恒 雄
化 学教材の検討と指導法の I 教教育授学部研究 蟻 川 栄 作
高校物理の量子物理学的考
察
文
教
理
授
学部
児 島 毅
電 気 ｜ 桑 山 久 雄 ｜ 。 l��j・諭 諸事実家庭科 電気領域の ｜ 蓄育器部家庭科 広 瀬 稽七郎
教官の外国出張
本年11月・12月における教官の外国出張者 は次のとおり
である。
（所属官職氏名，出張 期間，出張先国，出張目的の｜｜頂〉
薬学部 助教授日合奨 42. 1 1.1 4～ 4 3.11. 13  
アメリカ合衆国。核酸の機能と構造に関する研究。
職 員 消 息
く住所変更＞
文理学部
助教授
教 育 学部
事務官
教 諭
薬 学 部
鈴木米三
石原幾久栄
村田E義
平 井宗寿
教 授 西 荒介
助教授 吉井 英一
工 学 部
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文部 技官村井忠邦
技能員 佐野輝治
用 務員 金場末男
教 養 部
遺言 授 斉藤 節
く住所地名変更’住居表示変更〉
会 計課
警務員 伊藤信一
経済学部
事 務 官 高森 詫
主 要 日 誌
部
11月2 日 評議会 （第17回）ならびに 協議会 （第 6 回）
10日 富山大 学学長候補者選挙
。 協議会 （第 7 回）
14・15日 奨学事務研究 会
17日～19日 第17回北陸三県大学学生交歓芸術祭
21日 学生会館運営委員会
22日 学寮補導委員会
24日 補導協議会
25日～27日 学生リ」〆』講習 会
12 月6日 奨学金返還説明会
9 日 富山県高等学校 連絡協議会
19日 富山大学科学教育研究 室修7式
今 学生会館運営委員会
20日 沖縄学生との 懇談会
22日 教 養 部暫定教 官 人事 委員会
I/ 評議会 （第18回）
28日 御用納め
｜文理学邸｜
11月8日 教 授会
17日 ゲ』テ協会講演のつどい
29日 人事教授会
12月6日 選考委員会
13日 愛知県公立 学校教 員採用 試験合格者懇談会
20白 人事教 授会
21日 後期第10週授業終了
｜教育学部 ｜
11月1日 紀要編集委員会， 予算委員 会
3日 附属 中学校創立20周 年記念パロヅク音楽 会
4 日 附属 中学校 祭
12日 附属小学校同窓会
15日 教 務 委員 会， 教授会
昭和42年11月・12 月
17日 紀要編集委員会
20日 補導委員 会
22日 紀要編集委員 ， 参務 委員会
I/ 教育実習委員会
29� 職 業補導委員会， 教 授会
12 月6 日 人事教 授会
8日 附属学校運営委員会
11日 3 年次学生の 父兄との 就職 懇談会
13日 予算委員 会
18日 予算委員会，附属幼稚園冬期休業
20日 教 授会， 職業補導委員会， 教 務職業補導合 同 委
員会
21日 人事教 授会
i経済学郁 ｜
11月9 日 第14田教 授会
16日 第15回教 授会
17日 第16 回教 授会
21日 学部長候補者選挙， 第17回教 授会
22日 人事教 授会
24日 教 務 補導合同 委員会
29日 教務補導合同委員会
12 月5 日 第30回 職業補導委員会
7 日 人事教 授会， 第18回教 授会
9 日 教 務 委員会
12日 選考委員会
13日 人事教 授会
14日 第19回教 授会
15日 第20回教 授会
1 6日 人事教授会， 第21回教 授会
学 部
11月1日 教 授会
8日 教 授会
15日 大学院薬 学研究科 委員会
21日 薬 学部図書委員会
24日 選考委員会
25日 学部レクリヱ』ショ ン （神間～高山～下呂）
30日 教 授会
12 月7 日 教 授会， 薬 学研究科委員会
7 • 8日 薬 学教育講座
13日 教 授会
16日 人事教授会
19日 教 官選考委員会
｜工 学 部｜
11月6 日 補導委員 会
13日 補導委員 会
15日 一般教 授会， 専任教 授会
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// 大学院工学研究科 委員会
2 2 ～25日 工学部祭
12 月6 臼 専任教 授会
// 大学院工学研 究科 委員会
聾
11月1日 教 授会
8日 教 養 部連絡会議
15日 教授会
21日 新入 職員歓迎 会
25日 教 務 委員会
27日 自然科学関係打 合 会
28日 教 務 委員 会
2 9日 教 務 委員 会
30日 自然科学関係打 合 会
1 2 月6 日 教 授会
13日 教 授会
20日 人事教 授会
22日 教 養部暫定教 官人事 委員会
｜ 附 属 図 書 館 ｜
11月7日 図書館専門 職座談会（県立 図書館）
11日 事務打 合 会 （ 第 7回）
20日 資料管理研 究 会（県民 会館）
12 月7日 事務打 合 会（本 館）
18日 事務打 合 会（第8回）
25日 時間外開 館 休止
28日 附属図書館消防隊発令式
｜ 経営短期大学習
11月3日 学生体育祭
5 日 ワ ン ゲル部三短大交歓 会
11日 学生 「光 タ 」 編集委員 会
15日 教 授会， 学 長との 懇談会
2 9日 入 試 問題作成 委員会， 教 授会
12 月8日 教 授会
20 ～23日 追 再 試験
23日 後期第12週授業終了
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